
問　　題

自己複雑性 (SC; Linville, 1987) とは，自己知識の構造の個

人差を説明するための自己概念のモデルである。SCは，(a)

自己知識を構成する自己側面の個数（側面数），(b) それぞ

れの自己側面の分化の程度（精緻性）の二要素で定義され

ており（佐藤，1999），自己側面には社会的役割や特性など

を含む。このモデルでは，自己側面の数が多く，さらに分

化していれば，否定的出来事に付随して生じる抑うつが他

の側面に波及することを和らげると捉えられている。たと

えば，“テニス選手”と“就職活動中の状態”の 2側面を持

つ人物がいるとする。その者にとって，“テニス選手”と

“就職活動中の状態”は成果が重要な点で類似している。こ

の類似した未分化な側面にしか気づかないと，一方の側面

でネガティブな感情や評価が喚起された場合，他方の側面

にネガティブな感情や評価が伝わりやすい。しかし，2側面

以外に，“家族”のように成果が直接的には重視されない自

己側面に気づいていれば，一方の側面でネガティブな感情

などが喚起されても，他方の側面にネガティブな感情など

が伝わりにくく，ストレスフルな状況に陥りにくいと考え

られる（川人・堀・大塚，2010）。

SCと抑うつとの関連を検討した研究では，見解の一致が

認められていない。このような不一致について佐藤 (1999)

は，抑うつに対する緩衝効果を得るには，SCが高く否定的

出来事の影響を受けない側面があるというだけでは十分で

はなく，むしろ否定的出来事の影響を受けない肯定的な側

面を想起しうるか否かが重要であることを指摘している。近

年では各側面における複雑性を肯定的自己複雑性 (P-SC) と

否定的自己複雑性 (N-SC) とに区分して捉えている研究が報

告されている (Woolfolk, Novalany, Gara, Allen, & Polino, 1995;

Morgan & Janoff-Bulman, 1994)。本邦では，佐藤 (1999) が

P-SC，N-SCと抑うつとの関連を検討し，P-SCと抑うつが負

の関連，N-SCと抑うつが正の関連にあることを示している。

ところで，川人他 (2010) は，SCを高める介入プログラム

を開発しており，介入プログラムを実施することによって，

P-SCが増加し，さらにその後のうつ感情が低減することを

報告している。しかしながら，P-SCとうつ感情との関連の

間には，主観的Well-being (SWB) が介在している可能性が

考えられる。たとえば，Lyubomirsky (2008) は，親切行動

を行うことで，自己認知にポジティブな側面が新たに加わ

り，楽観性等の SWBが促進されることを指摘している。ま

た，Seligman, Rashid, & Parks (2006) は，SWBが高まること

で，抑うつが低減することを報告している。

SWBには，身体的・精神的健康や抑うつなどのネガティ

ブな状態が存在しないだけではなく，長期的なポジティブ

感情や人生全般に対する満足感など，慢性的によい状態の

存在が含まれる (Diener, Emmons, Larsen, & Griffin, 1985)。

特に，SWBの認知的な指標として，Diener et al. (1985) は

満足感を重視している。満足感とは，自分の人生の選択プ

ロセスに関する顕在的な認知である (Diener et al., 1985)。ま

た，感情的側面と認知的側面の両者を含む新たな SWBの指

標として，近年幸福感が注目されている (Lyubomirsky, 2008)。

幸福感とは，ある個人の置かれている状況を，全体的に，

主観的にその個人が幸福と感じる程度と定義される。

本研究では SCのうち特に P-SCに注目し，P-SCと抑うつ

との間に SWBの代表的な指標である満足感と幸福感とを媒

介させたモデルを作成し，それらの関連を検討する。具体的

には，P-SCと満足感，および P-SCと幸福感に正の関連が認

められること（仮説 1），P-SCは満足感，幸福感を介して間

接的に抑うつと負の関連を持つこと（仮説 2）を仮説とした。

方　　法

対象者 大学生 485名（男性 235名，女性 250名；平均

年齢 19.7�3.1歳）に対し，講義時間の一部を利用して調査

を実施した。

調査票

1. 人生に対する満足尺度（SWLS；大石，2009）は，人

生に対する満足感の認知的判断に関する 5項目から構成さ

れ，各項目について 7件法での回答を求めた。得点が高い

ほど，満足感が高いことを示す。a係数は.84であった。

2. 主観的幸福感尺度（SHS；島井・大竹・宇津木・池

見・ Lyubomirsky，2004）は，一般的にどれほど幸福である

かを尋ねる 4項目から構成され，各項目について 7件法で

の回答を求めた。得点が高いほど，幸福感が高いことを示

す。a係数は.83であった。
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3. 自己記入式抑うつ性尺度（CES-D；島・鹿野・北村・

浅井，1985）は，うつ病の主要症状に関する 20項目から構

成され，各項目について過去 1週間に経験した頻度を 4件

法で回答を求めた。得点が高いほど，抑うつが強いことを

示す。a係数は.87であった。

4. P-SCを測定するための特性語分類課題（Linville，

1987；佐藤，1999）は，10側面の記入欄と特性形容詞リス

ト，10側面に当てはまる形容詞記入欄を同じページに印刷

した A4判の用紙を使用した。初めに，対象者は自分の側面

について考え，気づいた側面の名称をできるだけ多く側面

欄に記入し，次に各側面に当てはまる特徴を特性形容詞リ

ストの中から選び，形容詞欄に記入するように求めた。さ

らに，10側面の記入欄を全て使用しなくても構わないこと，

形容詞はいくつでも，重複して選択しても構わないことと

した。なお，特性形容詞リストは，林・堀内 (1997) が Big

Fiveモデルの各因子について，それぞれ 4つの性格に関す

る形容詞を選定し，ポジティブな形容詞計 20語，ネガティ

ブな形容詞計 20語，合計 40の特性形容詞をランダムな順

序で配列したものを使用した。

P-SC得点の算出 特性語分類課題から，Woolfolk et al.

(1995) と同様の指標 Hを用いた P-SC得点を算出した。指標

Hは以下の式 (1) によって算出し，P-SCは該当する感情価

の特性形容詞のみ用いて同様の式で算出した。

(1)

n ：特性形容詞総数

n1：グループの組合せ各パターンに出現する特性形容詞数

結　　果

相関分析 各尺度間の関連を検討するため，Pearsonの相

関係数を算出した。満足感は P-SCと正の相関 (r�.26,

p�.01)，抑うつと負の相関が認められた (r��.43, p�.01)。

幸福感は P-SCと正の相関 (r�.27, p�.01)，抑うつと負の相

関が認められた (r��.36, p�.01)。

P-SC，満足感，幸福感，および抑うつの関連 Figure 1

のモデルを構成し，共分散構造分析を行った。まず，Mor-

gan & Janoff-Bulman (1994) が P-SCと抑うつとに負の関連を

示した結果から，P-SCから抑うつへ直接パスを引いた。次

に，Rafaeli & Hiller (2010) の SCが SWBに関連するという

指摘から，P-SCから満足感および幸福感に直接のパスを引

いた。さらに，Seligman et al. (2006) の SWBの向上が抑う

つを低減するという指摘から，満足感と幸福感のそれぞれ

から抑うつへの直接のパスを引いた。適合度指標の値は，

GFI�.998, AGFI�.977, CFI�.998, RMSEA�.041であり，デー

タとモデルとが適合していることが示された。

分析の結果，P-SCから満足感へのパスに有意な正の関連

が認められ(b �.26, p�.01)，P-SCから幸福感へのパスに有意

な正の関連が認められた (b �.27, p�.01)。さらに，満足感

から抑うつへのパスに有意な負の関連 (b ��.33, p�.01)，幸

福感から抑うつへのパスに有意な負の関連が認められた

(b ��.15, p�.01)。P-SCから抑うつへのパスに有意な関連は

認められなかった (b ��.02, n.s.)。

考　　察

本研究の目的は，P-SC，満足感，幸福感，および抑うつ

の関連を検討することであった。結果から，P-SCと満足感

および幸福感が正の関連を示しており，仮説 1は支持され

た。さらに，P-SCは抑うつに直接的に関連するよりも，満

足感や幸福感を媒介して，間接的に関連することが示され，

仮説 2も同様に支持された。

仮説 1に関して，MacLeod & Moore (2000) は，ポジティ

ブな認知が生じるためには，生じた出来事にポジティブな

意味づけをするための潜在的な認知が活性化される必要が

あることを指摘している。P-SCが高ければ，生じた出来事

をポジティブに認知しやすくなり，その結果満足感や幸福

感が向上した可能性が示唆される。

次に，仮説 2に関しては，P-SCが満足感や幸福感を介し

て抑うつと間接的に負の関連を有することが示された。特

に，満足感は幸福感よりも抑うつとの関連が強かった。Mc-

Nall, Nicklin, & Masuda (2010) は，家庭や仕事のどちらかに

ポジティブな認知が生じた場合，その効果が家庭から仕事，

または仕事から家庭に波及し，満足感が高まって精神的健

康にポジティブな作用をもたらすことを指摘している。本

研究は横断的調査のため，因果関係については議論できな

いものの，P-SCを高めることで，人生に対する満足感や幸

福感が高まり，抑うつを間接的に低減することができる可

能性が示唆される。

本研究において P-SCが満足感や幸福感と正の関連を持つ
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Figure 1 P-SC，満足感，幸福感，および抑うつの構造方程式モデル (N�485)



ことが示され，さらに，共分散構造分析の結果から，P-SC

は満足感や幸福感を介して，抑うつを低減させる可能性が

示された。今後は，P-SCを高める介入プログラムを実施す

ることで，満足感や幸福感が向上し，間接的に抑うつを低

減するという効果を検証することが必要である。また，

Linville (1987) は大学生を対象に縦断的な調査を実施してい

る。SCの高さは，抑うつ，知覚されたストレス，頭痛や胃

痛などの身体症状を和らげることを指摘している。さらに，

Dozois & Dobson (2001) は，うつ病と不安障害の患者を対

象に SCに関する実験研究を行っている。不安障害患者はう

つ病患者よりも，ポジティブな単語を多く想起した。この

ように，抑うつ以外にも SCとの関連を示す身体疾患に関す

る要因や精神病理傾向が存在するため，今後さらに研究を

進めることが必要である。
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Relationship between positive self-complexity (P-SC), satisfaction, happiness, and depression was investi-

gated in university students (N�485). Participants completed a questionnaire on satisfaction, happiness, de-

pression, and P-SC. Covariance structure analysis revealed that P-SC was positively associated with satisfaction

and happiness, and satisfaction and happiness were negatively associated with depression. These findings sug-

gest that satisfaction and happiness mediated between P-SC and depression. It is concluded that interventions

to increase P-SC might increase satisfaction and happiness, and improve depression among university students.
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